本装置や添付のソフトウエアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明します。 


本装置について(一2ページ) 

を部のを称と機能(一13ペー 

基本的な操作(^22ぺージ） . 


. ストリーミングサーバファミリーや本装置の特 

長-機能について説明しています。 

ジ） . 本装置のを部のを称やランプ表示の意□ホについて 

説明しています。 

. 運用の際に知っておいていただきたい機能や操作 

方まじついて説明しています。 


ONL- 3020 bE-ISSDS-000-0 1 -0406 








本装置について 

お買い求めじなられた本装置について説明します。 


スト IJ — S ングヴーパとは 


ブ□ードバンド時代の到来により、大量の映像データ 
や音声データがストリーミングコンテンツとして流通 
する環境が求められています。 

このようなストリーミングコンテンツを高速にデジタ 
ルデータ化(エンコード）し、世界に向けて配信（デリ 
バリ）するために開発されたのが r ストリーミングサー 
パ」です。 



ストリーミングサーバを使用することにより、世界中で行われているコンサート、スポーツ 
などのイベントや最新のニュースなどをインターネットから、より早く、よりビジュアル的 
に伝えることができます。 



システムの中核となるオペレーティングシステムじは、 Microsoft® Windows Server ™ 
2003, Enterprise Edition をべースに Windows Media Service 9 シリーズに特化した 
Windows Media 9 Appliance Server* を採用し、ストリ ー ミングサービスき用機としての 
機能のみを殺り込んだ r アプライアンスサーバ」として、取り込んだ映像や音声をインター 
ネ、ソトや CATV 上にリアルタイムで配信（デリバリ）します。 


* Microsoft® Windows Server^M 2003, 32-bit Enterprise Edition for ヒ mbedded Systems with 
the Server Appliance Software Version 3.0 (1-8 Proc Version) 
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本装置の 4 き長と機能 


• Intel® Xeon™ プ □セ、 ソサを搭載 

-N81 00-981: 2.40目 GHz/ 己1 2KB 
-N81 00-982: 3.06 GHz/5 1 2KB 
• 高速1000 BASE - T /100 目 ASE-TX /10 BASE- 
インタフェースを2ポート装備 
• 高速ディスクアクセス （Ultra320 SCSI 対応） 


信頼性 


置理機能 


参 ESMPRO (複数のサーバの稼働状ミ兄を 「ESMPRO」 で 
統合的(こ運用-管理することができる） 

• MWA (Management Workstation Application) 

• ディスクアレイユーティリティ（数種類） 

• エクスプレス通報サービス（別途契約が必要です） 


胃スペース 


高さ 2U (約 88mm) のラックマウントタイプ 



己診断機能 


Power On Self-Test (POST) 
システム彭断 (T&D) ユーテイリテイ 


皿張性 



CPU/ メモリ縮退機能(障害を起こしたデバイスの論理的 
な切り離し） 

メモリ監視機能 （1 ビットエラー訂正/2ビットエラーお化） 
オンライン-スペア-メモリ機能 
温度お知 
異常通知 

内蔵ファン回転監視機能 
CPU ファン冗長機能 
内部電圧監視機能 

フ□ントべゼルによるセキュリティ□ック 
ディスクアレイ（標準装備） 

才ートリビルド（ホ、ソトスワップ対応） 

電源ユニットの冗長機能(ホ、ソトスワップ対応） 

目 I0S パスワード機能 


• PCI バスを日ス□ット装備 

- 32-bit/33MHz PCI バス： 2ス□、ソト 

- 64-bit/100MHz PCI-X バ义3ス□、ソト 
• 最大 6 GB の大容量メモリ 

• ネットワークポートを2チャネル標準装備 
• 最大7台の八ードディスクドライブを搭載可能 

• USB 対応 

0ぐに使える•設定できる 

• 購入時の八ードディスクドライブにオペレーティ 
ングシステムがインストール済み(ビルド- 
トゥ•才ーダー(こよる組み} A み化荷時） 

• 専用の r 初期設定ツール」でネットワークへの参加 
を即座に完了 

• WEB ブラウザベースのユーザーインタフェース 
「WebUU による視覚的かつ透過的な操作 

• 八ードディスクドライブはケーブルを必要としない 
ワンタッチ取り付け（ホ、ソトスワップ対応） 

• Windows Media サービスの標準インストール 


コスト 


単機能動作(こよる余剰スペックの削減 


胃富な機能搭載 



守機能 


オフライン保守ユーティリティ 
DUMP スイ、ソチによるメモリダンプ機能 


• ベースボードマネージメントコント□ーラ 
旧 MC) 搭載 

• グラフィックスアクセラレータ 「RAGE XL」 探用 

• EI Torito Bootable CD-ROM(no emulation 
mode) フォーマットをサポート 

• POWER スイ、ソチマスク 

• AC- リンク機能 

• コンソールレス機能 

• オンボードディスクアレイ機能 （HostRAID) 

利なセットアップユーティリティ 

• EXPRESS 目 ULDER (システムセットアップユーティリティ） 

• SETUP(BIOS セットアップユーティリティ） 

• SCSISe/e が SCSI デバイスユーティリティ） 


知つておさたいこと 
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J \- ドウエアび提供する機能 

本装置の八ードウエアが提供する機能じついて説明します。 

• システムシャーシ 

高さ 2U (約 88mnn) のラックマウントタイプです。添付のレールを取りがけて、19インチ 
ラックアセンブリに取りがけて使用します。 

• 電源ユニット 

本装置の電源ユニットは AC100V(50/60Hz) に対応しています。また、標準で搭載され 
ている電源ユニットに力□え、さらにもう一台の電源ユニットを追力□することで、万一、 
どちらか一方の電源ユニットが故障しても、もう一方の電源ユニットがバックアップ 
し、システムを停止することなく運用を続けることができます。 

HostRAD 機能には下の特長があります。 

-八ードディスクドライブの活線挿入 (H 饥 Swap) によるホ、ソトスワ、ソプリビルド機能をサ 
ポート。 

- SCSISe/e なユーティリティにより、チャネル単位でのディスクアレイ/標準 SCSI の 
切り替え可能。 

-管理ユーティリティ ASM 目 E(JAVA ベース)はブラウザ (E5.5J：i 上)を使用するため、 
管理用クライアント PC ごとへのクライアントソフトウエアのインスI-ールが不要。 


• 八ードディスクドライブ•ディスクアレイ 


内蔵の八ードディスクドライブは Ultra 320 SCSI じ対応した高速ディスクドライブを採 
用しています。八ードディスクドライブベイはケーブル接続を必要としないワンタッチ 
接続タイプで、電源が ON の状態でも取り付け-取り外しのできるホ、ソトスワップに対応 
しています(最大で7台搭載可能)。 

参冷却フアン 

内蔵ぶ却ファンは、システム内に7台 （1 台は電源ユニット内）搭載されています。ぶ却 
ファンは、電源や八ードディスクドライブ、プ□セ、ソサ、ボード類をぶ却するためのも 
のです。特に、 CPU ぶ却用の4つのファンは冗長機能を持っており、どれか1つが故障し 
ても運用を続けることができます。これらのファンの動作状態は、マザーボード上のコ 
ント□ーラによって監視されています。 

参マザーボード 

マザーボード上にあるコンポーネントおよびそのコンポーネントが提供する機能に 
ついて 簡単に説明します。 

- ネットワーク 

本装置には1000 BASE-T、100Base-TX. 10BASE-T に対応したネットワークポー 
卜を標準で2チャネル装備しています。また、オプションで1000 Base-SX に対応し 
た N に(ネットワークインタフエースカード）を増設することができます。 
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-メモリ 

DIMM を搭載できるス□、ソトを6ス□、ソト装備しています。標準で 1 G (5 に MBx 2)、 
最大 6 G 目 （ 1 GBx 6) まで増設することができます。 

1ビットエラーを橫化し、これを訂正することができます。また、2ビットエラーの 
横化も行います。複数の DIMM を搭載している場合に、ある1枚の DIMM が故障する 
と、自動的に故障した DIMM をシステムから切り離し、動作を続けます。 

また、本装置のメモリは、1つの DIMM グループを予備として待機させることによ 
り、運用している DIMM グループ内で訂正巧能なエラーが多発した場合、この DIMM 
グループの内容を待機させている DIMM グループにコピーして自動的に運用 DIMM グ 
ループを切り替えるオンライン-スペア-メモリ機能をサポートしています。オン 
ライン-スペア-メモリ機能じより、 DIMM の交換なしに連続運転が巧能となりま 
す。 

- PCI バス 

32- bit /33 MHz の PCI バスを2ス□、ソト、 64- bit /100 MHz の PCI - X バスを3ス□、ソト 
装備しています。 

-周辺装置接続ポート 

US 目ポートを4つ、シリアルポートと PS /2( 羊ーボード-マウス）ポートをを2つ、 
SCSI ( Ult 「 a 320)、 VGA (モニタ）ポートをを1つずつ装備しています。ただし、スト 
リーミングサーバシステムとしては、再インストールまたは保守の際にのみ接続し、 
使用するポートです。ネットワークについては、前述の説明を参照してください。 

-標準 BIOS チップ 

本体の入化カシステムを制御したり、電源を ON にしたときに自己診断 （ POST : 
Power On Self - Test ) を実行したりする〕ント□—ラです。入化カシステムの設定 
やを種基本設定 ( POWER スイ、ソチのマスクや AC - リンク機能)を変更することもでき 
ます。使用するユーティリティは、 「 SETUP 」 と呼ばれています。6章を参照してく 
ださい。 

-ベースボードマネージメントコント□-ラ旧 MC ) 

八ードウェアの稼働状況をチェックしたり、八ードウェア情報を収集したりする管 
理チップです。収集される八ードウェア情報には、システムイベント□グ ( SEL )、 
センサ装置情報 ( SDR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) などがあります。これらの情報は 
システム管理ユーティリティ 「 ESMPRO 」 または rMWA 」 で磕認することができま 
す。また、 「 MWA 」 は目 MC を通じて、本装置の電源 ON / OFF をリモート制御できま 
す。 

- HostRAID 

HostRAID とは、マザーボードに標準搭載された Adaptec Ultra 320 SCSI インタ 
フェースを使用し、 RAID 機能を提供するものです。 HostRAID では、ディスクアレ 
イを制御するドライバとディスクアレイの管理ユーティリティである 「Adaptec 
Storage Manager ™ - Browser Edition 」（ JU 降、 ASM 巨 E と略す）を使用しますに 
れらは 0 S と一緖にインストールされます）。 


知つておさたいこと 


己 



Sync Transfer Rate (MB/Sec) 

Packetized . 

QAS . 

Initiate Wide Negotiation --- 

Enable Disconnection. 

Send Start Unit Command- - 
BIOS Multiple LUN Support 
Include in BIOS Scan. 


Sync Transfer Rate (MB/Sec). 320 

Packetized . Yes 

QAS . Yes 

Initiate Wide Negotiation. Yes 

Enable Disconnection. Yes 

Send Start Unit Command. Yes 

BIOS Multiple LUN Support. No 

Include in BIOS Scan. Yes 

SCSI Device ID #8 


320 320 320 320 320 320 320 

Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

No No No No No No No 

Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

#9 #10 #11 #12 #13 #14 #15 


SCSI Device Configuration 

SCSI Device ID #0 #1 #2 #3 #4 # 己 #6 #7 


ソフトウェアび提供する機能 

本装置に搭載されたユーティリティや添付のソフトウエアが提供する機能について説明しま 
す。 


• SETUP ( BIOS セットアップューティ U ティ) 

本装置のマザーボード上に搭載されて 
いる目 I 0 S チップ内の設定を変更する 
ユーティリティです。入化力の設定や 
RAS 機能に関する設ををします。詳し 
くは6章を参照してください。 


♦ SCSI コンフィグレーションユーティリティ 

標準装備のマザーボード上に搭載され 
ている SCSI コント□ーラに対して、 
データ転送レートや同期転送の設定 
などをするユーティリティで 
に CSISe / e な」と呼びます。本体内部用 
と外付けデバイス用の2つのチヤネルに 
対してそれぞれ設定できますが、通常 
では、外がけデバイス用のチヤネルに 
対してのみこのユーテイリテイを使用 
して設定を変更してください。 


本体内部(八ードディスクドライブ)用のチャネルに対する設をは、化荷時に最適な状態 
に設をされているため、特に使用する必要はありません。ディスクアレイを構築しない 
場合（ディスクアレイコント□ーラに内部 SCSI ケーブルを接続しない場合）には、この 
ユーティリティを使用して、八ードディスクドライブのフォーマツトなどもできます 
が、6章の説明をよ<読んで正し<使用してください。操作を誤ると八ードディスクドラ 
イブ内のデータを消失するおそれがあります。 

また、 HostRAID 機能(システムに標準搭載された Adaptec Ultra 320 SCSI インタフェー 
スを使用して内部の八一 ドディスクドライブを RAID 構成にする機能)は、本ユーティリ 
ティを使用して RAID の設をを行います。 SCSISe/e なによる HostRAID 機能の構築方法に 
ついては 「 EXPRESS 目 UILDERJCD-R0M にあるオンラインドキュメント 「 HostRAID™ 
SCSISe/e なユーティリティ操作説明書」を参照してください。 


Phoenix BIOS Setup Utility 

Main 

System Time: r 而 :19:201 

System Date: [12/24/2001] 

Legacy Floppy A: [1.44/1.25 MB 3.5'1 

Legacy Floppy B: [Disabled] 

Hard Disk Pre-Delay [Disabled] 

► Primary IDE Master [None] 

► Primary IDE Slave [None] 

► Secondary IDE Master [CD-ROM] 

► Secondary IDE Slave [None] 

► Processor Settings 

Language: [English (US)] 

Item Specific Help 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 

<Enter> selects field. 

FI Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *--* Select Menu Enter Select Sub-Menu F10 Save and Exit 


OSSSSSIS 
の化化化化化加化 
OSSSSSDS 

OSSSSSDS 

班み化化机化邮化 

OSSSSSDS 

OSSSSSDS 

班&机：机化齡化 

OSSSSS3S 

OSSSSS3S 
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• 旧 S 管理用 Web ユーザーインタフてース 


ISS 管理用 Web ユーサーインタフェー 
ス （ WebUI ) は 、 Windows Media 9 
Appliance Server の機能として提供さ 
れているユーザーインタフェースで、 
本装置をリモートから管理、監視する 
ことができます。 





ぶ P- の巧於 I ヴ—パ-をの i 旋 I ミ巧吾い•スワ-ドの試定 I 巧定のべ—ジの試ち （Microsoft コミュニティI ISS ホ—4^づ丄_ 
開始 

Microsoft Windows サ-バ巧の Web ユ—ザ-インタ-フェイスへ J ぷ:も次のタスクをほ用して、サづ卜のほ用を P, 瞒してくだミ U 


田 ツアーの巧* 

— ゥァーそ纖して、サ -il 卜の巧単がま 

用にニム、ての説 B 月を争驳、し。だ 

曰 を理*バスワードのまち 

W サー;^一の音巧をのバスつードを巧がし 

ます。 

一 Microsoft 〕ミにテイ 

Wt< タウン□ード、ニュースヴルづ、わが巧の 
化の解がこ〇〇ては、この Web サ仆に 
巧镜してください。 


脅 


サーバーを 0®^ 

巧イアシト ]> む… 
するをめのるな '…’ 

版のバーみ 
どのページをサ¬ 
力、迸巧します。 

ISS ホームペー-つ 


]> む'•夕がサ-け-じ巧爲 
巧巧进巧けす。 

.ーバーで.ち视こを示ミせる 


rver(KS) シリーズ 
化 b サイトに巧扬し 


WebUI は、下のような機能を提供します。 

-システム情報 

-ネットワーク設を（サーバーを、 IP アドレス、 DNS 、 ドメインの設をなど） 

-ディスク管理 

ーユーザーとグループの管理(アカウントの追力日、パスワードの設をなど） 

-メンテナンス（日付と時刻の設定、シャットダウン、□グ管理、バックアップ等） 

リモートクライアントから、本装置に□グオンして作業巧能な r リモートデスクトッ 
プ」機能もついています。 

- Windows Media サービス管理 
-設を情報のエクスポート* 

— Windows Media コンテンツファイル管理* 

-視聴□グのグラフィカル表示* 

-ブ□ード车ヤスト配信スケジュール管理* 


StreamPro / WM 9 S - Plus 」 を使用して提供されるストリ ー ミングに関する管理機能です。 
StreamPro / WM 9 S - Plus は 、 Windows Server 2003(こ搭載されているストリーミングサービスで 
ある Windows Media サービス9に対して、が加機能を提供するソフトウエアです。 


知つておさたいこと 
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• EXPRESSBUILDER ( CD - ROM ) 


添付の EXPRESS 巨 UILDER CD-ROM 

は、次のような場合に使用します。 

-本装置にオペレーティングシステ 
ムをインストールする際の初期設 
走:をするとき 

-オフライン保守ユーティリティや 
システム診断などのを種ツール 
や、初期導入セ、ソトアップツール 
などを使用して本装置を保守•運 
用するとき 



- ESMPRO や MWA などのユーテイリテイをインストールするとき 


-本装置専用のサポートディスクを作成するとき 


-オンラインドキュメントを読むとき 

EXPRESSBUILDER には、3つの起動方まがあります。起動方法によって用途も異なり 
ます。 

- EXPRESS 巨 UILDER から起誦力する（コンソールあり） 


本装置に EXPRESSBUILDER をセットして EXPRESSBUILDER から起動する方まで 
す。起動後、表示されるメニューからは、オペレーティングシステムのセットアッ 
プツール r シームレスセットアップ」や保守-管理をするためのを種ツールを起動す 
ることができます。 

- EXPRESS 目 UILDER から起賣]する（コンソールなし） 

本装置に羊ーボードやマウス、ディスプレイ装置などのコンソールを接続していな 
し叫犬態で本装置に EXPRESS 目 UILDER をセットして EXPRESS 巨 UILDER から起動す 
る方まです。起動後、 LAN か COM (シリアルポート）で接続している管理用コン 
ピュータ （ PC ) の画面に表示されるメニューからは、本装置を保守-管理をするため 
のを種ツールを管理用 PC から遠隔操作することができます。 

— Windows マシンにセットして起動する 

Windows (Windows 95 JU 降または Windows NT 4.0 JU 降）で動作しているコン 
ピュータの CD - ROM ドライブにセットすると Automn 機能で自動的にメニューが表 
示されます。このメニューをマスターコント□ールメニュー」と呼びます。 

g ; システムの状態によっては自動的に起動しない場合があります。そのような場合 

は、 CD - ROM 上の次のファイルをエクスプローラ等から実行してください。 

¥ MC ¥1 ST.EXE 

このメニューからは、 ESMPRO や MWA などのユーティリティのインス I -ール、 
OEM - D に K などの専用ディスクの作成、オンラインド羊ュメントの閲覧などができ 
ます。 
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「 ESMPRO ®」 は、弊社が提供するサー 靡胸卿謹陆留 
バ管理-監視ソフトウエアです。 

本装置の稼動状況や障害の監視をリ 
モートで行い、障害を事前に防ぐこと 
や万一の場合に迅速に対応することが 
できます。 

本装置を運用する際は、 ESMPRO を利 
用して、万一のトラブルからシステム 
を守るようムがけてください。 


本 装置を 監視す るソフトウエア ^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」は添付の^バ、ソクア、ソプ DVD / 
CD - ROM 」 に格納されています。本装置を管理するためのソフトウエア 「 ESMPRO / 
Se 「 ve 「 Manag げ」は添付の^ EXPRESS 目 UILDER 」 CD - ROM に格納されてぃます。 


ESMPRO / ServerAgent はオペレーテ ィング システムのインストール時や再 セツ ト アツ 
プの際に自動的にインス! -- ルされます。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「 tt * v トワーク上 
のコンピュータにインストールします。 



必要です) 


• ESMPRCK ヴーバ管理•監視ソフトウェア) 


^陋^圆編 


II だ！ mji 睛滿顧 f 

縣 iiill i 箱！：！：谓識を網 
圓綱画- 
國翁团 i 爾 
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本装置の八ードウエアに対して、データビューアは]: i 下の機能をサポートしています。 


機能名 

可否 

機能概要 

八ードウエア 

〇 

八ードウエアの物理的な情報を表示します。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示します。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示します。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示します。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視が巧能です。メモリの論理 
情報参照や状態監視が巧能です。 

I/O デバイス 

〇 

I/O デバイス(フ□、ソピーディスクドライブ、シリアルポート、 
パラレルポート、キーボード、マウス、ビデオ)の情報が参照 
巧能です。 

システム環境 

〇 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能です。 


温度 

〇 

屋体内部の温度を監視します。 


フアン 

〇 

ファンを監視します。 


電圧 

〇 

售体内部の電圧を監視します。対象は PCI ス□、ソト拡張ユニット 
になります。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視します。 


ドア 

〇 

Chassis Intrusion (售体のカバー/ドアの開閉)を監視します。 

ソフトウエア 

〇 

サービス、ドライバ、 OS の情報が参照巧能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク ( LAN ) (こ関する情報参照やパケット監視が可能 
です。 

扳:張バスデバイス 

〇 

披;張バスデバイスの情報が参照巧能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報が参照巧能です。 

□ーカルポーリング 

〇 

ESMPRO/ServerAgent が取得する任意の MIB 項目の値を監視巧 
能です。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクドライブなどのストレージデバイスやコント□-ラ 
を監視巧能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視などが巧能です。 

ディスクアレイ 

〇 

LSI Logic 社製ディスクアレイシステムを監視する機能です。 

その他 

〇 

Watch Dog Timer (こよる OS ストール監視が巧能です。 


ESMPRO / ServerAgent と[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「の詳細は5章またはオンライン 
ド羊ュメントを参照してください。 

ESMPRO を使ってさらに高度なクライアントサーバシステムを構築する場合は別売の 
「 ESMPRO システム構築ガイド Ve 「.2.0( UL 9005-201)」を参照してください。この説明 
書は ESMPRO 製品をシステムで活用するためのガイドです。 

また、 ESMPRO には、サーバ管理用ソフトウェアをはじめ、ネットワーク管理や電源 
管理、ストレージ管理を行う専用のアプリケーション作 SMPR 0 プ□ダクト）が用意され 
ています。 ESMPRO プ□ダクトについては、お買い求めの販売店または保守サービス会 
社にお問い合わせください。 





























• Management Workstation Application ( MWA ) 


リモート (LAN 接続またはク□スケーブ 
ルによるダイレクト接続)で管理 PC か 
ら本装置を管理したい時に使用するソ 
フトウェアです。詳細は5章またはオン 
ラインドキュメントを参照してくださ 
い。 


• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティは、本装置の予防保守、障害解析を行うためのユーティ 
リティです。 ESMPRO が起動できないような障害が本装置に起きた場合は、オフライン 
保守ユーティリティを使って障害原因の6在認ができます。 

オフライン保守ユーティリティは EXPRESS 目 UILDER に格納されています。詳細は5章 
を参照してください。 

• システム診断 

システム彰断は、本装置を診断するツールです。本装置のメモリ （DIMM やプ□セ、ソサの 
车ヤッシュメモリ）や八ードディスクドライブ、 LAN コント□ーラの診断をします。 

システム診断は EXPRESS 目 UILDER じ格納されています。詳細は5章を参照してくださ 
い。 

• Adaptec Storage Manager™ - Browser Edition ( ASMBE ) 

Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition (ASM 巨 E ) は日ーカルまたはリモート 
の Adaptec 社製の HostRAID ™ システムを管理するための Web ベースのアプリケーション 
です。 ASM 目 E はブラウザとしてバージョンが 5.5 じ(降の Internet Explorer ( E ) のみをサ 
ポートしています。 ASM 目 E をインス!ルすると、 HostRAID システムで下の機能が 
使用できます。詳細はオンラインド羊ュメントを参照してください。 

-ブラウザのグラフィカルな操作画面からのアレイの構築および削除 
ークリティカル状態のアレイを正常な状態のアレイに再構築するリビルド機能 
-アレイの整合性をチェックするべリファイ機能 



知つておさたいこと 


















エクスプレス通報サービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保 
守情報含む)を電子メールやモデム経由で保守センターじ自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に 
迅速に保守を行ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動 
作するシステム監視サービスの MITOOL ) を連携させることでシステムを安定に稼働させ 
ることができる、クライアント/サーバ型の保守サービス （ PC 通報連携機能）を提供して 
います。 



エクスプレス通報サービスの利用には別途契約び必要でず。 


エクスプレス通報サービスは 「 EXPRESS 目 UILDER 」 に格納されています。詳細は5章 
またはオンラインドキュメントを参照してください。 


MegaRAID Configuration Utility/Power Console Plus 

オプションのディスクアレイコント□ーラの RAD システムを構築-管理するユーティリ 
ティです。 

MegaRAID Configuration Utility は、ディスクアレイコント□—ラ上のチップに格納さ 
れている RAID 構築ユーティリティです。ディスクアレイコント□ーラで制御されている 
RAID ドライブやディスクアレイコント□ーラの管理には、 Windows ベースで動作する 
Power Console Plus を使用します 。 MegaRAID Configuration Utility についてはディ 
スクアレイコント□ーラに添付の説明書を参照してください 。 Power Console 円 us に 
ついては、本書の5章を参照してください。 



各部の名祿と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。ここでは本装置で使用するコネクタやランプのみを説明します。 


装置前面 


① フ□ントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類を保護するカバー。添がの 
セキュリティキーで□ックすることができる（一22ページ)。 

② キース□ット 

フ□ントべゼルの□ックを解除ずるセ丰ュリティキーの差し 
□ (一22ページ)。 

③ POWER ランプ(緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯し、電源を OFF にすると消灯 
ずる（一17ページ)。 

④ ID ランプ清色） 

ID スイッチを押すと青色に点灯する（一19ぺージ）。 
ケーブル接続や保守の際に複数の装置の中から対象となる装 
置を識別するためのランプ。 

⑥ D 旧 K ACCESS ランプ(緑色/アンパ’一色） 

内蔵の八ードディスクドライブにアクセスしているときに緑 
色に点灯する（一19ページ）。八ードディスクドライブのう 
ち、いずれか1台でも故障するとアンバー色に点灯する。 

⑥ STATUS ランプ(緑色/アンパー色） 

正常に動作しているときは緑色に、異常を検出するとアン 
バー色に点灯/点滅する（^18ぺージ)。 
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□ □□ 
□ □□ 


ぶ 




/ランプに 
ついては 
前ページを 
参照 

—⑩ 


(4)-2 (4)-3 


① 


⑨ 


(D ID スイッチ 

装置前面/背面にある ID ランプを ON / OFF ずるスイ、ソチ。ス 
イッチを一度押ずと、 ID ランプが点灯し、もう一度押すと消灯 
する（一279ページ)。 

⑨ USB コネクタ (2 ポート） 

USB インタフェースに対応している装置と接続する（一41 
ページ)。左から順にコネクタ3、コネクタ4と割り当てられ 
ている。 

® シリアルポート2コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（一43ペー 
ジ)。 UPS の接続はシリアルポート1コネクタのみ。標準の状 
態では、誤挿入防止のためのキャップが取り付けられてい 
る。 

I チェック I 

「シリアルポート2コネクタ」とネットワークケーブ 
ルコネクタは、同じ形状をしています （ RJ -4 己）。 
ケーブルを差し間違えないようミ主意して<ださい。 

⑩ DUMP スイッチ 

押ずとメモリダンプを実行する（一323ページ)。 





① 八ンドル 

ラックへ取りがけたり、ラックから引き出すときに持つ 
取っ手。 

② 八ードディスクドライブベイ 

最大7台まで搭載巧能(^332ぺージ)。丸数字の後の数字は 
増設順唐を示す。 

(2)-1 SCSI IDO (2)-5 SCSI ID 4 

② -2 SCSI ID 1 (2)-6 SCSI IDS 

(2)-3 SCSI ID 2 (2)-7 SCSI ID 6 

(2)-4 SCSI IDS 

③ D 旧 K ランプ(緑色/アンパ’一色） 

八ードディスクドライブにあるランプ(一19ページ)。ハー 
ドディスクドライブにアクセスしている時に緑色に点灯す 
る。八ードディスクドライブが故障するとアンバー色に点 
灯し、リビルド中は緑色とアンバー色に巧互に点滅する 
(ディスクアレイ構成時のみ）。 

④ DVD / CD-ROM ドラィブ 

DVD / CD - ROM のデータの読み出しを巧う卜30ぺージ ') 。 

(4)-1 ディスクアクセスランプ 

(4)-2 DVD / CD トレーイジェクトボタン 

(4) -3 強制イジェクトホール 

⑥3.己インチフ□ッピーディスクドライブ 

3.5 インチフ □、ソ ピーディスクを挿入して、データの書き込 
み/読み化しを巧う装置(^28ぺージ)。 

(5) -1 ディスクアクセスランプ 
®-2 ディスク挿入 □ 

(5)-3 イジェクトボタン 
(D POWER スイッチ 

電源を ON / OFF するスイッチ。一度押ずと POWER ランプ 
が点灯し、 ON の状態になる。もう一度押すと電源を OFF に 
する（^23ぺージ)。4秒 U 上押し続けると強制的に電源を 
OFF にする（一27ページ)。 

® U セットスイッチ 

押すとリセ、ソトを実行する（^27ぺージ)。 


装置前面〜フ□ントべゼルをかしたが態〜 


□ □□□□□ 
□ □□□□□ 
□ □□□□□ 
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装置背面 


®-1 ®-2 


のシリアルポート1コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（一41 
ぺージ ) 。 

なお、専用回線に直接接続ずることはできません。 

② キーボードコネクタ 

丰ーボードを接続する (-41 ページ)。 

③ マウスコネクタ 

マウスを接続する（一41ページ)。 

④ PCI ボード増設用ス□ット 

オプシヨンの PCI ボードを取り付けるス□ット（装置内部 
にち 1ス □、ソ トある）。 

⑥ USB コネクタ (2 ポート） 

USB インタフェースに対応している装置と接続する（一 
41ページ)。上から順にコネクタ1、コネクタ2と割り当 
てられている。 

⑥ モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する (-41 ページ)。 

⑦ ID ランプ(青色） 

ID スイッチを押すと青色に点灯する（一19ページ)。ケー 
ブル接続や保守の際に複数の装置の中から対象となる装 
置を識別するためのランプ。 

⑧ SCSI コネクタ 

外がけの SCSI 装置と接続する Ultra 320 SCSI コネクタ 
(一41ページ）。 


⑨ 電源 ユニット 

本装圏こ DC 電源を供給ずる装置。 ®-1 じ標準装備。 ®-2 は増 
設用（オプション）。オプションの電源ユニットを増設ずること 
により電源の冗長機能が有効となる（一338ページ)。 

® AC インレット 

電源コードを接続するソケット。⑩ -1 は標準電源用。⑩ -2 は 
増設電源用（オプション. 一339ページ)。 

⑩ 電源 ユニットステータス ランプ(緑色/アンパー色） 

電源ユニットの状態を示すランプ電源ユニットに AC 電源が 
供給されると、緑色に点滅し、装置の電源が ON になると緑 
色に点灯する（^21ぺージ)。電源ユニットの異常をお出す 
るとアンバー色に点滅する。 

⑩ LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続ずる（一41ページ）。 

丸数字の後の数字はポート番号を示す。1 Gbps /100 Mbps / 
10 Mbps 対応。 

⑩1000/100/1〇ランプ(緑色/アンバー色） 

LAN の転送速度を示ずランプ(一20ページ)。 

⑩ LINK / ACT ランプ(緑色） 

LAN のアクセス状態を示すランプ(一20ページ)。 
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装置内部 


フアンユニット 
① -1 システム フアンユニット 
① -2 CPU フアンユニット 
電源 ユニット 
マザーボード 
ライザーカード B 
ライザーカード A 
DIMM ボード 

プ□セツサ ( CPU ) (冷却用ダクト内） 

フ□ッピーディスク/ DVD / CD-ROM ドライブベイ 
八ードディスクドライブベイ 



ライ ザーカー ド A ス □ット 
DIMM ソケット(下か5#1〜#目） 

DIMM #1と#2、#3と#4、#5と#6の2枚1組単位で増 
設する（この単位を 「 Group 」 と呼ぶ）。オンライン•ス 
ペア-メモリ機能を有効にする場合は、238ページを 
参照してください。 

CPU (プ□セッサ） 

丸数字の後の数字は CPU 番号を示す。1に CPU を標準 
装備。 

フアンコネクタ 

丸数字の後の数字はファン番号を示す。 

CMOS メモリ/パスワードクリア用スイッチ 
電源コネクタ 

電源ユニットインタフェースコネクタ 
DVD / CD - ROM ドライブインタフェースコネクタ 
未使用コネクタ 

SCSI BP インタ フェー スコネクタ 
Ultra 320 SCSIZI ネクタ 

標準構成では八ードディスクドライブベイに接続され 
る。 

ライザーカード B ス□ット 
リチウムバツテリ 
が部接続コネクタ 





① 


②③④⑥⑥⑦⑧^ 


①② 


③ 


④ 遺⑥⑦⑧⑨⑩⑩ 


⑩⑩⑩ 
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ライザー カー 


① PCI ス□ット#4 

64- bit 、 100 MHz 、3.3 V 、 PCI - X 。 
ショートサイズ PCI ボードのみ実装可能。 



■ I ヒント1 


参照してください。 



ライザーカード巳 


① PCI ス□ット 

① -1 PCI # 1 (32- bit 、33 MHz 、 日 V 、 PCI ) 

ショートサイズボードのみ実装可能。 

① -2 PCI #2(64- bit 、 100 MHz 、3.3 V 、 PCI - X ) 

□ングサイズボードが実装可能。 

① -3 PCI #3(64- bit 、 100 MHz 、3.3 V 、 PCI - X ) 

□ングサイズボードが実装可能。ただし、 

インターナル PCI ボードス□、ソトにボード 
が取り付けられている場合はショートサイ 
ズ PCI ボードのみ実装可能。 

② 未使用コネクタ 

③ インターナル PCI ボードス□ット 

32- bit 、33 MHz 、5 V 、 PCI 。 シヨートサイズ PCI ボードのみ実装可能。 



，:一四 

PCI ボードの搭載条件については、354ぺージを参照してくださし、。 


ランプ 


本装置のランプの表示とその意□ホは次のとおりです。 

POWER ランプ恃） 

本装置の電源が ON の間、緑色に点灯しています。電源が本装置じ供給されていないときは 
消灯します。 


知つておさたいこと 
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STATUS ランプ (A) 

本装置が正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します。 STATUS ランプが 
消なしているときや、アンバー色に点灯/点滅しているときは本装置に何らかの異常が起き 
たことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意□ホ、対処方法を示します。 

■ I ： • ESMPRO またはオフライン保ずユーティリティをインストールしておくとエラーログ 

[pn を参照することで故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S からシャットダウン処理ができる場 
合はシャットダウン処埋をして再起動してください。シャットダウン処埋ができない場 
合はリセット、強制電源 OFF をするか (27 ページ参照）、一度電源コードをなき差しして 
再起動させてください。 


STATUS ランプの状態 

意味 

巧処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

- 

緑色に点滅 

♦ メモリか CPU のいずれかが縮退 
した状態で動作している。 

♦ メモリ1ビットエラーが多発して 
いる。 

装置背面の電源ユニットステータスランプの状態 
を確認してください。 

BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を 
使って縮退しているデバイスを確認後、早急に 
交換ずることをお勧めします。 

消灯 

電源が OFR こなっている。 

- 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を完了後、しば 
らくすると緑色に点灯します。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を OFR こして、電源を ON にし直し 
てください。 POST の画面で何らかのエラーメッ 
セージが表示された場合は、メッセージを記録し 
て保守サービス会社に連絡してください。 

CPU 温度の異常をお化した。 
( Thermal - Trip ) 

ウォッチドッグタイマタイムアウトが 
発生した。 

メモリで訂正不可能なエフーがネ矣化さ 
れた。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ち < ださい。 

アンバー色に点灯 

温度異常をお化した。 

内部のファンにホコリやチリが付着していないか 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されてし^ることを確認してくださ 
い。それでも表示が変わ6ない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡して<ださい。 

電圧異常をお化した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

電源ユニットが故障した。 

アンバー色に点滅 

ファンアラームをお化した。 

ファン1二、ソ トが確実に接続されていることを 
確認して<ださい。それでも表示が変わらない 
場合は、場合は、保守サービス会社に連絡して 
ください。 

温度警告をお化した。 

内部のファンにホコリやチリがが着していないか 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されてし^ることを確認してくださ 
い。それでも表示が変わ6ない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

電圧警告をお化した。 

保守サービス会社に連絡してください。 




























D に K ACCESS ランプ (i) 

D に K ACCESS ランプは八ードディスクドライブベイに取りがけられている八ードディスク 
ドライブの状態を示します。八ードディスクドライブにアクセスするたびじランプは緑色に 
点なします。 

八ードディスクドライブじ障害が起きると DISK ACCESS ランプがアンバー色に点なしま 
す。故障した八 ー ドディスクドライブの状態はそれぞれの八 ー ドディスクドライブにあるラ 
ンプで磕認できます。 


ID ランプ (ID) 

本体の前後にを1つずつあるこのランプは装置前面にある ID スイッチを押すと、青色に点な 
し、保守をしようとしている装置を特定することができます。1台のラックに複数台の装置 
を設置しているときに利用してください。 

D ランプを消なさせるには、 ID スイ、ソチをもう一度押してください。 


アクセスランプ 

フ□、ソピーディスクドライブと DVD / CD - ROM ドライブのアクセスランプは、それぞれじ 
セツトされているディスクや DVD / CD - ROM じアクセスしているときに点なします。 


J \- ドディスクドライブのランプ 

3.5 インチデバイスベイに搭載される D に K ランプは表 
示状態によって意□末が異なります。 

• 緑色に点滅 

八ードディスクドライブにアクセスしていること 
を W します。 

• アンバー色に点な 

ディスクアレイを構成しているときじ取りがけて 
いる八ードディスクドライブが故障していること 
を W します。 

ディスクアレイ （RAID1、RAIDS. RAID0+1) を構成してぃる場合は、1台のハードディ 
スクドライブが故障しても運用を続けることができますが早急にディスクを交換して、 

- 再構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ディスクの交換はホットスワップで行え 

ます）。 

• 緑色とアンパ’一色に交互に点滅 

八ードディスクドライブの再構築（リビルド)中は、点滅します(故障ではありません)。 
ディスクアレイ構成で、故障した八ードディスクドライブを交換すると自動的にデータ 
のリビルドを行います(オートリビルド機能)。リビルド中は D に K ランプが点滅します(同 
時に本装置の D に K ACCESS ランプもアンバー色に点灯または点滅します）。 



知つておさたいこと 
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リビルドを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
じ点なします。 

n-O リビルド中にシステムの電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動してか 
5八ードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり直してく 
ださい。ただし、オートリビルド機能を使用するとをは次のま意事項を守ってくださ 
い。 

• 電源を OFF にしないでください(いったん電源を OFF にするとオートリビルドは起 
動しません)。 

• J \- ドディスクドライブの取りがし/取り付けの間隔は90砂 m 上あけてください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブび存在ずる場台は、八ードディスクドラ 
イブの交換は行わないでください。 


ネットワークポートのランプ 



/ I 

LAN ポート1 LAN ポート2 


背面にある2つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 

• UNK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と HU 巨に電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている間、緑色に点なします ( LINK )。 ネットワークポート 
が送受信を行っているときに緑色に点滅します ( ACT )。 LINK 状態なのにランプが点灯し 
ない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続状態を磕認して<ださい。 
それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク （ LAN ) コント□ーラが故障している 
場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡してください。 
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• 1000 /I 00/10 ランプ 

本体標準装備の 2 つのネットヮークポートは1000目 ASE - T 、100 BASE - TX . および 
10 BASE - T の通信モードをサポートしています。このランプは、それぞれのポートが 
1000 BASE - T 、100 BASE - TX . 10 BASE - T のうちのどの ネット ワーク インタ フエース 
で動作されているかを示します。 

ランプがアンパー色に点なしているときは1000 BASE - T 、 緑色に点灯しているときは 
100 BASE - TX . 消なしているときは10目 ASE - T で動作していることを示します。通信速 
度は接続先の八ブなどの設をに合わせて自動的に切り替わりますが、 Windows 上で八ブ 
との通信速度や伝送方式 ( duplex の設を）をあらかじめ設をしておくことをお勃めしま 
す。 


電源ユニットのランプ 


電源 ユニット 1 電源 ユニット 2 



電源ユニットステータスランプ 

背面にある電源 ユニ、ソ トには、電源 ユニッ ト ステータス ランプがあります。電源 コードを 
コンセントに接続し、電源 ユニッ トが受電すると緑色に点滅します。 

システムの電源を ON にし、システム内への DC 電源の供給を開始するとランプが緑色に点な 
します。システムの電源を ON にしてもランプが点灯しない、またはアンバー色に点灯する 
場合は、電源ユニットの故障が考えられます。保守サービス会社に連絡して電源ユニットを 
交換してください。 


知つておさたいこと 
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基本的な操作 

電源 ON / OFF の方法など本装置の基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼル〜取り付け•巧りかし〜 


本装置の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、 DVD / CD - ROM ドライブを取り扱 
うときはフ□ントべゼルを取り外します。 


M-O フ□ントべゼルは、添付のセキユリテイキーで□ックを解除しないと開けることびできませ 
ん。 


1 . キース□ットに添がのセキュリティキーを差し 3 A み、キーをフ□ントベゼル側(こ軽く押しなが6 
回して□ックを解除する。 



解除 □ック 


2 . フ□ントべゼルのち端を軽<持って手前に引<。 

3. フ□ントべゼルを左に少しスライドさせてタブをフレームか6かして本体か6取り外す。 



フ □ントべゼルを取りがけるときは、 フ □ントべゼルの左端のタブを本体の フレームに 引つ 
かけるようにしながら取り付けます。取り付けた後はセキュリティのためにち丰一で□ック 
してください。 
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電源の ON 


POWER ランプ 




で 

0 
〇 , 


〇 〇 

ク ID 

•^3 み4 


POWER スイ、ソチ、 






4. 本装置前面にある POWER スイッチを押 
す。 

POWER ランプが点のします。しば6く 
すると運用に必要なサービスが開始され 
ます。 

已.クライアントマシンの WE 目ブラウザを 
使って本装置(こアクセスできることを確 
認する。 


詳し < はこの後の r 本装置への接続」を参 
照してください。 


210101 


〇 


n-O 購入後、初めて電源を ON にする場合の手順は3章で説明しています。ここでは本装置の 
セットアップび完了した後の運用時の手順を示しまず。 

H |： マザーボード上にある本装置を監視する「ベースボードマネージメントコントローラ 
rE 37 n ( BMC )」 は、システム電圧の変化を監視し、ログをとってぃます。電源コードを接続した後 
や、電源を OFF にした後は、電源が OFF の状態から POWER スイッチを押すまでに30秒に(上 
の時間をあけてくださぃ。 

1 . ストリーミングサーバ(こ接続している周辺装置の電源を ON じする。 

無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が ON になっていることを確認してください。 

2 . フ□ントべゼルを取りかす。 

3. フ□、ソピーディスクドライブ、および DVD / CD - R 0 M ドライブにディスクがセットされていない 
ことを確認する。 

w-oira 

フ□ッピーディスクドライブや DVD / CD - ROM ドライブにディスクびセットされているとその 
ディスクか5起動を試みまず。必ずディスクびセットされていないことを確認してください(電 
源 ON の直後にドライブのイジェクトスイッチを押してディスクを取り出せば問題ありませ 
ん )。 

特に添付の r バックアップ DVD / CD - R 0 M 」 や rEXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセットした 
まま電源を ON にしないでください。 

バックアップ DVD / CD - R 0 M をセットしたまま電源を ON にずると、ソフトウェアの再インス 
トールを始めます。それまでの設定びすべて初期値に戻ってしまいます。 
EXPRESSBUILDER をセットしたまま電源を ON にずると、 EXPRESSBUILDER か5起動 
し、ネットワーク上か5はオフラインの状態となり、ストリーミングサービスを開始しません。 


本装置の電源は前面じある POWER スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にします。 




〇 〇 〇 

AS9 


1知つておさたいこと 


23 


































本装置への接続(□グイン) 


本装置は、セットアップ完了後は特に操作しなくても動作します。運用中の管理や設定変更 
は、クライアントマシンから nSS 管理用 Web ユーザーインタフェース （ WebUI )」 を使用し 
ます。 WebUI にはリモートデスクトップ機能も含まれています。 

クライアントマシンの Web ブラウザ (Internet Explorer 5.5 じ(齡を使って、ネットワーク接 
続されている本装置に接続します。 Netscape はサポートしていません。エンコードは「自動 
選択」または 、 rUni code ( UTF -8)」 にしてください。 


1 . クライアントマシン上で Web ブラウザを起動する。 


2. URL 人力欄（[アドレス]または[場所]など）に化け p :// hostname : 8099/」または rhttps :// 
hostname : 8098/」を指定する。 

「 hostname 」 の部分には本装置のコンピュータをを入力してください。コンピュータをでのを前 
解巧ができない場合は、 「 hostname 」 の代わり(こ IP アドレスを指定してください。 

ポート8098番での SSL 接続の際(こは、 URL ウィンドウで化な PS ://」 を指定していることを確認 
してください。 


3. 

4. 


r セキュリティの警告」ダイア□グが表示された場合は、証明書をインストールするか[はい]をク 
リックして、作業を続行する。 


Administrator で□グインする。 




初期が態でのパスワードは 
「 streamin 呂」でず。セキュリティのた 
めにもセットアップ完了後に WebUI の 
[開始]-[管理者パスワードの設定]を 
選択してパスワードを変更してくださ 
い。 

正し<□グインできるとちの画面が表示 
されます。 
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電源の OFF (および再起動） 


次の順唐で電源を OFF にします。（本体前面にある POWER スイ、ソチを押してもシャツトダウ 
ン処理後に電源は OFF になります。） 


POWER スイッチか5のシャットダウンを行う際は、リモートデスクトップ機能で□グイ 
ンしているユーザーびいないことを必ず確認してください。 

リモートデスクトップ接続中に POWER スイッチを巧すと、本装置にミち意ダイア□グボッ 
クスび表示されてしまい、本装置にディスプレイ装置やマウスを接続して直接 [0 K ] をク 
リックずるがに電源を OFF にできなくなりまず。 

なお、リモートデスクトップ機能を終了ずる際に□グオフを行わないと、セッションび切断 
されずに残ったままとなります。セッションび残った状態は、リモートデスクトップ接続が 
態と同等の問題び発生しまず。このような状態になった場合、セッションびタイムアウトで 
自動的に切断されるのを待つため、1己分 m 上間を空けてか5、 POWER スイッチを押して 
<ださい。 


クライアントマシンの Web ブラウザより本装置の管理コンソール （ WebUI ) へ接続する。 
詳し < は前述の r 本装置への接続」を参照して < ださい。 


2 . [メンテナンス]をクリックする。 


ファイル(目属集墳を示がわち(こ人が由）’ 

Q 民る，阿凶础/巧をなゎぉこ入りげ' 



3. [シャットダウン]をクリックする。 


六イルの沼ま(目 お M お就义り祖ツ-ルの〜(レブが 


0戻る， 尽 ，囚圓立 巧お、-> ゎ京に入口 一が ィァ@1泣，ム li 口 _ 



巧 。， W L I け I OJ I ソ 识 * 、，丫。の山八リ， 1• ク了 ". の I [ グ：^，一 

■■は -a 巧 り siBJBM 於テナンス 


日讯11寺刻Iシャットダウン1ロヴIパ•ぶをヴ J リモ-トデスクトッブI嫩巧子 y- ルI言語11 

メンテナンス 

これらかジ — ルをほって、必罢な巧がやタンテナシスサ - ピスち！ ! 巧できます。 

日町巧幻 日 

^ サーバ-の日巧と時刻を I 結します。 を 



今ボ..、またはスケジュールしを時商に 
サ—バーをシャットタウンしを口ち运かし 
がけす。 

"，肿，ブ 

サーバーのオペレーティンヴシステムの" 
，クアップまたはほ元ががが。 

脚ち子*—ル 

サ—バ-の巧な更子プ—ルの設定を巧 
います e 

おき宅巧巧を进巧して、埼ぶします。 


シヤゥトタ〇ン 

今すく"、またはスなジュールした時間に 
サーバーを シ t ツトヴウシしたりち担旣し 
た口します。 


知つておさたいこと 
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4 . [シャツトダウン]をクリックする。 


再起動したいときは、[再起動]をクリッ 
クしてください。 




因シャ，トタウン 

〜 サーバーをすく"にシ W 卜巧ウシしてを源をわにします。 



シャットダウン処理のメッセージを表示 
後、自動的に電源が OFF (こなります。 
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POWER ランプ 
POWER スイ、ソチを 
4秒ほど押し続ける 



V 


〇 〇 

ク ID 

〇み3み4 


WebUI を使ってアクセスできない場合や本装置が正 
しく動作していない場合に本装置前面じあるリセ、ソ 
トスイ、ソチを押して、本装置をリセットします。 

リセ、ソトスイ、ソチ 

— "〇 リセットは、本装置の DIMM 内のメモリや処理 

中のデータをずべてクリアしてしまいまず。ノ、 

ングアップしたとき m がでリセットを行うとき 
は、本装置びなにも処理していないことを確認 
して < ださい。 


r 電源の OFF 」 に示す方までクライアントマシンから 
本装置をシャットダウンできなくなったときや、 
POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にできなく 
なったときに使用します。 

本装置の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてくだ 
さい（または POWER ランプが消灯するまで押し続け 
てください)。電源が強制的に OFF になります。電源 
を再び ON にするときは、強制電源 OFF から約10秒 
ほど待ってから電源を ON じしてください。 


2酬回 


MWA を巧用しての電源制御 


電源 ON 、 電源 OFF 、 リセット等の電源制御は、管理 PC から MWA を起動してリモートから 
も行うことができます。 

この場合あらかじめ、 MWA により本装置と接続ができることを確認してください。 MWA の 
使用方まに関しては、5章の 「 MWA 」、 または EXPRESS 巨 UILDER CD - ROM 内のオンライン 
ドキュメントを参照してください。 

— "〇 OS シャットダウン ly がの電源操作については、本装置の OS 状態に関わ5ず八ードウエア 
で制御を行いまずので、システム破壊などの可能性びあります。 MWA による電源操作の実 
行には十分ご注意ください。 



強制電源 OFF 



IJ セツ 


〇 〇 〇 

AS9 



1知つておさたいこと 
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フロッピーディスクドライブ 


本装置前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）-保存（ライト）を行う 
ことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

本装置では 3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （ 1 .44 M バイト）と 2 DD フ□、ソピーディスク 
C 720 K バイト）を使用することができます。 


フ□ッピーディスクのセツト/取り出し 


フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本装置の電源が ON 
( POWER ランプ点灯）になっていることを確認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化します。 

一 •1.2 M バイトフォーマットのディスクを使って起動することはできません。 

^2^ • フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め 

ないことを知6せるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 
0S に添がの説明書を参照してフ□、ソピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後に本装置の電源を ON (こしたり、再起動するとフ 
□、ソピーディスクか6起動します。フ□、ソピーディスク内にシステムがないと起動でき 
ません。 


イジェクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブ 
から取り化せます。 

フ□、ソピーディスクアクセスランプが消のしていることを確認してか6フ□、ソピーディスク 
[^5^ を取り化してください。アクセスランプが点な中に取り化すとデータが破壊されるおそれが 
あります。 

フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼りがけてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクじ書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

参ゴミやほこりの多いところでは使用しないで<ださい。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 


28 













♦ たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

♦ 水などの液体のお<や薬品のおくには置かないで<ださい。 

♦ 磁石など磁気を帯びたちのをおづけないでください。 

♦ クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

♦ 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

♦ フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようにライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き a み時じ(外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勤めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで行います。 

♦ フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータはを期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本装置に添付され 
ているフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 



知つておさたいこと 
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DVD / CD - ROM ドライブ 


本装置前面に DVD / CD - ROM ドライブ、が、あります。 DVD / CD - ROM ドライブ、は DVD / CD - 
ROM (読み化し専用の光ディスク）のデータを読むための装置です。 DVD / CD - ROM はフ□、ソ 
ピーディスクと比較して、大量のデータを高速に読み化すことができます。 



A ま意 


A 1 

1装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ 
ly 降の説明をご覧ください。 

1 DVD/CD-ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


DVD / CD - ROM のセツト/取0出し 


DVD / CD - ROM は夕の手順でセツトします。 


1. DVD / CD - ROM を DVD / CD - ROM ドライブにセツトする前(こ本装置の電源が ON ( POWER ランプ 
が緑色に点の）になっていることを確認する。 


2. DVD / CD - ROM ドライブ前面の DVD/CD 
トレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが少し化てきます。 


DVD / CD トレーイジェクトボタン 


3. トレーを軽く持って手前に引き化し、 
トレーが止まるまで引き化す。 



4. DVD / CD - ROM の文字が印刷されている 
面を上じしてトレーの上(こ静かに、確実 
(こ置く。 


己.ち図のように片方の手でトレーを持ち 
ながら 、もう一方の手でトレーの中んに 
ある駆動軸部分(こ DVD / CD - ROM の穴が 
はまるようじ指で押して、トレー(こセツ 
卜する。 
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目.トレーの前面を軽<押して元に戻す。 


□ □□ 
□ □□ 


□□□□□□□□□□□□□a 

□□□□□□□□□□□□□a 

□□□□□□□□□□□□□□ 


〇〇 〇 

。圓 

图 




2 . 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製^ 
のピン汰めのゼムクリップを引き伸ばし^0 
て代用できる）を DVD / CD - ROM 前面ち側= 
にある強制イジェクトホール(こ差し} A ん三 k 
で、トレーが化てくるまでゆっくりと押望 
す。 In 



• つま楊ほやプラスチックなど巧れ 
やずいものを使用しないでくださ 
い。 

• 上記の手順を行っても DVD/CD- 
ROM び取り出せない場合は、保守 
ヴービス会社に連絡してください。 

3. トレーを持って引き化す。 

4. DVD / CD - ROM を取し J 化す。 

己. トレーを押して元(こ戻す。 


DVD/CD-ROM のセット後、 DVD/ 
CD-ROM ドライブの駆動音び大きく聞 
こえるとさは DVD/CD-ROM をセット 
し直してください。 



DVD / CD-ROM の取り化しは、 DVD / CD-ROM をセツトするときと同じように DVD/CD 卜 
レーイジエクトボタンを押してトレーを引き化します。 

アクセスランプがオレンジ色に点なしているときは DVD/CD にアクセスしていることを示し 
ます。 DVD/CD トレーイジェクトボタンを押す前にアクセスランプがオレンジ色じ点灯して 
いないことを磕認してください。 


ち國のように、片方の手でトレーを持ち 、もう一加手 
でトレーの中ムじある駆動軸部分を押さえながら DVD / 
CD-ROM の端を軽くつまみ上げるようにしてトレーか 
ら取り化します。 

DVD / CD-ROM を取り化したらトレーを元に戻してくだ 
さい。 



取り出せなくなったときの方法 


DVD/CD トレーイジェクトボタンを押しても DVD / CD-ROM が本装置から取り出)せない場合 
は、次の手順に従って DVD / CD-ROM を取り止)します。 


POWER スイッチを押して本装置の電源 
を OFF ( POWER ランプ消な）(こする。 


強制イジェクトホール 


POWER ランプ 


□ □□□□□ 
□ □□□□□ 
□ □□□□□ 


知つておさたいこと 
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DVD/CD-ROM の取り扱い 

本装置にセットする DVD / CD - ROM は次の点にを意して取り扱ってください。 

• DVD / CD 規格に準拠しない r コピーガードがき DVD / CD 」 などのディスクにつきまして 
は、 DVD / CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• DVD / CD - ROM を落とさないでください。 

• DVD / CD - ROM の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• DVD / CD - ROM にラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないで< ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーじていねいじ置いてください。 

• 丰ズをつけたり、錯筆やボールペンで文字などを直接 DVD / CD - ROM (こ書き込まないでくだ 
さい。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<だ 
さい。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 DVD / CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、ク 
リーナ、ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 
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